
施策 主な意見 施策への反映

令和5年度の各審議会・地方意見交換会での主な意見に基づく施策への反映

東日本大震災・
原子力災害
からの復興

★風評払拭への対応

★輸入規制の撤廃と
輸出拡大

★県産木材利用拡大と
きのこ原木林の再生

○ 県産農林水産物のブランド力の強化や魅力の情報発信、輸入規制撤廃に
向けた取組を推進します。
【ふくしまプライド農林水産物販売力強化事業】
【福島ならでは農林水産物高付加価値化推進事業】

○ きのこ等原木林の再生と将来における原木の安定供給に向け広葉樹林の再生を引き続き
実施します。
【広葉樹林再生事業】

多様な担い手の
確保・育成

★住宅確保等による就農
者の住居・定住の促進

★農業用機械の継承

★就農直後の農業者の
育成支援

★農林漁業就業者の
確保・育成

○ 県外の就農希望者に対する就農支援を強化し、人材の呼び込みと定着を
促進します。
【（新）農業でふくしまぐらし支援事業】

○ 森林再生や林業・木材産業の成長産業化の実現に必要な人材を育成するため、
林業アカデミーふくしまにおいて研修を実施します。
【林業アカデミーふくしま運営事業】

○ 漁家子弟の定着を図るための長期研修や就業時に必要となる漁具等の導入を支援します。
【福島県水産業復興加速化総合対策事業】

生産基盤の
確保・整備と
試験研究の推進

★農地集積・集約化

★農地等経営継承の推進

★花粉の少ない苗木供給
体制の整備

○ 地域の農業の在り方や農地利用の姿を明確化した「地域計画」の策定や
担い手への農地集積を支援します。
【（新）地域計画策定・実現加速化支援事業】

○ 森林づくり活動等で使用する苗木の育成・配布や特定苗木の植栽を行う
取組を支援します。
【（一部新）花粉の少ない森林づくり事業】

需要を創出する
流通・販売戦略

の実践

★ GAP取得推進と消費者
の認知度向上

★農林水産物のブランド
力強化・販路の拡大

★学校給食への地元食材
の提供拡大

★県内での消費拡大

○ 第三者認証GAP等の導入を拡大するとともに、その取組の消費者等に効果
的に情報発信します。
【第三者認証GAP等取得促進事業】

○ ブランド力強化を図るため、県産農林水産物の市場調査や消費者調査な
どの実施と計画の策定・実践を支援します。
【（一部新）福島ならでは農林水産物ブランド力強化推進事業】

○ 給食等における県産食材の活用を支援し、食育や地産地消を推進します。
【ふくしま旬の食材等活用推進事業】

○ 水産物の販路拡大に向け、流通量拡大の実証や大手量販店での常設販売
棚設置等を推進します。
【福島県水産物競争力強化支援事業】

戦略的な
生産活動の展開

★スマート農業の
導入・普及

★環境保全型農業の
普及・推進

○ RTK基地局を設置するとともに、本システムを活用するスマート農業
機器の導入を支援し、作業効率の改善により生産性向上を図ります。
【（新）GPS活用によるスマート農業加速化推進事業】

○ 環境保全型農業の新規取組者の確保と取組の拡大、優良技術の導入を推
進します。
【（一部新）みんなでチャレンジ！環境保全型農業拡大事業】

活力と魅力ある
農山漁村の創生

★高齢化・人口減少が
進む中での農業用施設
の維持管理への支援

★鳥獣被害への対策

★６次化商品の開発と
販売への支援

★森林におけるＪ－クレ
ジット制度の活用に
向けた取組

○ 農村関係人口の創出・拡大を図るため、地域外住民とのマッチングを
支援します。
【（新）「いなかといいなか」農村関係人口創出事業】

○ 有害鳥獣捕獲の推進と被害対策の専門職員を育成し、農作物の被害拡大
防止に係る活動を支援します。
【鳥獣被害対策強化事業】

○ 地域産業６次化を支える担い手育成や商品開発を支援し、６次化ビジ
ネスモデルの創出・育成を推進します。
【（一部新）ふくしまの元気を創る地域産業6次化推進事業】

○ 海岸防災林の適切な管理により、二酸化炭素吸収量をＪ－クレジット
として創出する取組を進めます。
【（新）ふくしま森林吸収クレジット推進事業】

社会情勢に
応じた対応

★食料安全保障の強化

★水田の畑地化や転作
への支援

★小・中学生への
農林水産業のＰＲ

○ 海外に依存している大豆・麦・そば及び飼料作物の生産性向上・生産
拡大を引き続き推進します。
【ふくしまならではの畑作物産地づくり推進事業】
【ふくしまならではの自給飼料増産推進事業】

○ 子どもたちを中心に県民へ農林水産業・農山漁村への理解・関心を高めるため、
職員自らが出前講座を行います。
【（新）農林水産部出前講座】
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